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(57)【要約】
【課題】既設枠の上枠と改装枠の上枠との接合部が高い
水密性を有し、施工しやすい改装サッシユニットを提供
する。
【解決手段】新たに設けられる改装サッシ、及び、既設
枠が有する既設上枠の下方を覆い改装サッシが有する改
装枠の改装上枠が固定される上枠固定板部と、上枠固定
板部の室外側の端部側にて上方に突出させて設けられ既
設上枠に室内側から当接される既設上枠当接部と、上枠
固定板部の室外側の縁から下方に突出させて設けられ改
装上枠が室内側から当接される改装上枠当接部と、を備
えた上枠接合部材、を有し、既設上枠と改装上枠とは、
上枠接合部材を介して接合されており、既設上枠当接部
は、改装上枠当接部より室内側に設けられるとともに、
既設上枠の最も室外側に垂設された既設壁部に当接され
、改装上枠当接部は、改装上枠の最も室外側に垂設され
た改装壁部に当接されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　室内外を連通する開口に設けられている、既設サッシの既設枠の内周側に設けられる改
装サッシユニットであって、
　新たに設けられる改装サッシ、及び、
　前記既設枠が有する既設上枠の下方を覆い前記改装サッシが有する改装枠の改装上枠が
固定される上枠固定板部と、前記上枠固定板部の室外側の端部側にて上方に突出させて設
けられ前記既設上枠に室内側から当接される既設上枠当接部と、前記上枠固定板部の室外
側の縁から下方に突出させて設けられ前記改装上枠が室内側から当接される改装上枠当接
部と、を備えた上枠接合部材、を有し、
　前記既設上枠と前記改装上枠とは、前記上枠接合部材を介して接合されており、
　前記既設上枠当接部は、前記改装上枠当接部より室内側に設けられるとともに、前記既
設上枠の最も室外側に垂設された既設壁部に当接され、
　前記改装上枠当接部は、前記改装上枠の最も室外側に垂設された改装壁部に当接されて
いることを特徴とする改装サッシユニット。
【請求項２】
　請求項１に記載の改装サッシユニットであって、
　前記既設上枠当接部と前記改装上枠当接部とは、室内側に水密材を有していることを特
徴とする改装サッシユニット。
【請求項３】
　請求項２に記載の改装サッシユニットであって、
前記既設上枠当接部は、前記上枠固定板部と一体をなす既設上枠当接片を有し、
前記改装上枠当接部は、前記上枠固定板部と一体をなす改装上枠当接片を有し、
前記既設上枠当接片と前記改装上枠当接片との室内側に、前記水密材が嵌合される水密材
嵌合部が設けられていることを特徴とする改装サッシユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、既設サッシの既設枠に設けられる改装サッシユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　既設サッシの既設枠に設けられる改装サッシユニットとしては、建物の開口部に設けら
れた既設の旧窓枠の中に新設枠を嵌め込んで両者を互いに固着して成る改装窓が知られて
いる。このような改装窓は、断面がＬ型をなす基準部材と、基準部材の下面に取り付けら
れる位置設定部材と、を用いて旧窓枠と接合されている。具体的には、基準部材が有する
平板状の案内基準壁が水平となるように、旧窓枠が有する旧上枠の障子案内片等の下端に
案内基準壁を当て付けて基準部材が旧窓枠に固定され、位置設定部材の位置設定壁が案内
基準壁に対して直角となるように、位置設定部材が基準部材の下面に取り付けられ、位置
設定壁の室外側に新上枠が固定されている。
【０００３】
　新上枠の外周側枠片の上側の端部は、室内側に向けて突出するような段部が形成されて
おり、その先端に段部と直角をなして上方に延びるように設けられた取付壁が位置設定壁
に固定されている。また、基準部材の案内基準壁とともにＬ字型をなす閉鎖壁は、案内基
準壁の室外側の端部から上方に延び、旧上枠の室外側枠片と間隔をあけて対向するように
配置されている。このとき、取付壁は位置設定壁より室内側にて、その上端が案内基準壁
の下面に当接されて、室外側の基準部材と新上枠との間には、閉鎖壁と室外側枠片との間
の空隙と繋がった空間をなし、室内側に窪み室外側に開放された凹部が形成されている。
閉鎖壁と室外側枠片との間の空隙及び凹部には、コーキング材が充填されている（例えば
、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特公昭６３－６３７１５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記のような改装窓は、コーキング材が外周側枠片より室内側に窪み室外側に開放され
た凹部と、凹部と繋がった閉鎖壁と室外側枠片との間の空隙に充填されているので、コー
キング材に劣化や亀裂が生じた場合には、雨水等が室内側に浸入しやすい。特に、旧上枠
に取り付けられた基準部材は、Ｌ字状をなす閉鎖壁が、コーキング材が充填される空隙を
形成しており、閉鎖壁を繋がった案内基準壁が水平をなして室内側に繋がっているので、
雨水等が室内側に浸入しやすい。また、コーキング材は、新窓枠を旧窓枠に取り付ける施
工現場にて充填するので、現場での工程が増え施工性が悪いという課題がある。
【０００６】
　本発明は、かかる課題に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、既設枠
の上枠と改装枠の上枠との接合部が高い水密性を有し、施工しやすい改装サッシユニット
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　かかる目的を達成するために本発明の改装サッシユニットは、室内外を連通する開口に
設けられている、既設サッシの既設枠の内周側に設けられる改装サッシユニットであって
、新たに設けられる改装サッシ、及び、前記既設枠が有する既設上枠の下方を覆い前記改
装サッシが有する改装枠の改装上枠が固定される上枠固定板部と、前記上枠固定板部の室
外側の端部側にて上方に突出させて設けられ前記既設上枠に室内側から当接される既設上
枠当接部と、前記上枠固定板部の室外側の縁から下方に突出させて設けられ前記改装上枠
が室内側から当接される改装上枠当接部と、を備えた上枠接合部材、を有し、前記既設上
枠と前記改装上枠とは、前記上枠接合部材を介して接合されており、前記既設上枠当接部
は、前記改装上枠当接部より室内側に設けられるとともに、前記既設上枠の最も室外側に
垂設された既設壁部に当接され、前記改装上枠当接部は、前記改装上枠の最も室外側に垂
設された改装壁部に当接されていることを特徴とする改装サッシユニットである。
【０００８】
　このような改装サッシユニットによれば、上枠接合部材を介して既設上枠と接合される
改装上枠は、既設上枠の下方を覆う上枠固定板部の室外側の縁から下方に突出させて設け
られた改装上枠当接部に室内側から当接される。改装上枠当接部は、上枠固定板部の室外
側の端部側にて上方に突出させて設けられ、既設上枠に室内側から当接される既設上枠当
接部より室外側に位置している。このため、室外側において既設上枠と改装上枠との間で
は、例えば既設上枠の室外側に降った雨水等は、既設上枠の室外側の面から既設上枠当接
部の室外側の面に伝い、改装上枠当接部の室外側の面を伝う。すなわち、室外側における
既設上枠と改装上枠と接合部では、雨水等は既設上枠当接部に沿って上昇しない限り室内
側に浸入する経路はない。このため、室内側に水分が浸入しにくい、水密性の高い改装サ
ッシユニットを提供することが可能である。また既設上枠の最も室外側と改装上枠の最も
室外側にて、改装上枠を、上枠接合部材を介して既設上枠と接合するので、より室内側に
水分が浸入し難い改装サッシユニットを提供することが可能である。　
　また、既設上枠当接部を既設上枠の既設壁部に当接させ、改装上枠当接部に改装上枠の
改装壁部に当接させるだけで、高い水密性を備えることが可能である。
【０００９】
　かかる改装サッシユニットであって、前記既設上枠当接部と前記改装上枠当接部とは、
室内側に水密材を有していることが望ましい。　
　このような改装サッシユニットによれば、既設上枠当接部が室外側に有している水密材
に既設上枠の既設壁部が当接され、改装上枠当接部が室内側に有している水密材に改装上
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枠の改装壁部が当接されるので、より水密性を向上させることが可能である。
【００１０】
　かかる改装サッシユニットであって、前記既設上枠当接部は、前記上枠固定板部と一体
をなす既設上枠当接片を有し、前記改装上枠当接部は、前記上枠固定板部と一体をなす改
装上枠当接片を有し、前記既設上枠当接片と前記改装上枠当接片との室内側に、前記水密
材が嵌合される水密材嵌合部が設けられていることが望ましい。　
　このような改装サッシユニットによれば、水密材は、上枠固定板部と一体をなす既設上
枠当接片と、上枠固定板部と一体をなす改装上枠当接片とに設けられた水密材嵌合部に嵌
合されて設けられるので、予め既設上枠当接片と改装上枠当接片とに嵌合しておくことに
より、既設枠の内周側に改装枠を取り付けるだけで、既設上枠当接部と既設壁部との間、
及び、改装上枠当接部と改装壁部との間に水密材を備えることが可能である。このため、
施工性が高い改装サッシユニットを提供することが可能である。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、既設枠の上枠と改装枠の上枠との接合部が高い水密性を有し、施工し
やすい改装サッシユニットを提供することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本実施形態に係る改装サッシユニットを説明するための縦断面図である。
【図２】本実施形態に係る改装サッシユニットを説明するための水平断面図である。
【図３】本実施形態に係る改装サッシユニットの取付方法を説明するための斜視図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の一実施形態に係る改装サッシユニットついて図面を参照して説明する。
【００１４】
　本実施形態の改装サッシユニット１は、例えば、新たに設けられる改装サッシ１０と、
建物の室内外を連通する開口２に設けられている既設サッシの既設枠５０に前記改装サッ
シ１０を取り付けるための接合部材３５、３６、３７と、既設枠５０及び躯体３に取り付
けるための固定部材４０、４１、４２と、を有している。本実施形態では、図１に示すよ
うに、室内外を連通する開口２に設けられた半外付けタイプの既設枠５０の内周側に設け
られる改装サッシユニットについて説明する。
【００１５】
　以下の説明においては、建物等に取り付けられた状態の既設枠５０及び改装サッシ１０
を室内側から見たときに、上下となる方向を上下方向、左右となる方向を左右方向または
見付け方向、室内外方向である奥行き方向を見込み方向として示す。また、改装サッシユ
ニットが備える各部材は、単体として説明する場合であっても開口２に取り付けられた状
態で上下方向、見付け方向、見込み方向等となる方向にて方向を特定して説明する。また
、開口の上部に取り付けられる枠部材の下側、開口２の下部に取り付けられる枠部材の上
側、開口２の左側に取り付けられる枠部材の右側、開口２の右側に取り付けられる枠部材
の左側を、開口２及び枠部材の中央側又は内側として説明する。
【００１６】
　本実施形態においては、建物に既に設けられている既存の既設枠５０と、既設枠５０を
開口２の内側から覆うように取り付けられる改装サッシ１０とが登場するが、同じ名称を
有する部位、部材には、各名称の前に「既設」または「改装」を付して説明する。例えば
、既設枠が有する下枠や縦枠等は、既設下枠、既設縦枠等とし、改装サッシ１０が有する
縦枠や障子等は、改装縦枠、改装障子等として説明する。
【００１７】
　既設サッシの既設枠５０は、引き違い障子用の枠体であり、既設サッシの既設障子（不
図示）が案内される既設レール５１ａ、５１ｂ、５２ａ、５２ｂを有する既設上枠５１及
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び既設下枠５２と、既設障子の既設戸先框（不図示）と係合する既設係合片５３ａを有す
る左右の既設縦枠５３とが矩形状に枠組みされて開口２に設けられている。尚、既設上枠
５１、既設下枠５２、及び、左右の既設縦枠５３は押出成形部材であり、左右の既設縦枠
５３は、既設障子と係合する既設係合片５３ａの形状及び位置は異なるものの、互いにほ
ぼ左右対称の形状をなしている。
【００１８】
　既設枠５０は、既設上枠５１が躯体３をなす窓まぐさ３ａに、既設下枠５２が躯体３を
なす窓台３ｂに、左右の既設縦枠５３が躯体３をなす柱（方立）３ｃにそれぞれ固定され
ている。既設上枠５１、既設下枠５２、既設縦枠５３は、いずれも、見込み方向において
、窓まぐさ３ａ、窓台３ｂ、柱３ｃの見込み方向におけるほぼ中央から室外側に設けられ
ている。
【００１９】
　既設上枠５１は、既設内障子（不図示）を案内するための既設内上レール５１ａと、既
設外障子（不図示）を案内するための既設外上レール５１ｂと、既設網戸（不図示）を案
内するための既設網戸上レール５１ｃと、既設額縁３０と対向する既設上額縁対向部５１
ｄとを有している。既設内上レール５１ａ、既設外上レール５１ｂ、既設網戸上レール５
１ｃ、既設上額縁対向部５１ｄは、上端側にて繋がるとともに、上部に設けられ上方に向
かって突出された固定フィン５１ｅにて窓まぐさ３ａに固定されている。既設内上レール
５１ａ、既設外上レール５１ｂ、既設網戸上レール５１ｃ、既設上額縁対向部５１ｄとは
、いずれも見付け方向の全域に渡って鉛直方向に垂設された板状の部位であり、室内側か
ら既設上額縁対向部５１ｄ、既設内上レール５１ａ、既設外上レール５１ｂ、既設網戸上
レール５１ｃ、の順で配置され、見込み方向に互いに間隔を隔てて対面するように設けら
れている。また、既設内上レール５１ａと既設外上レール５１ｂとの下端は、ほぼ同じ位
置まで延びている。ここで、既設網戸上レール５１ｃが既設上枠の最も室外側に垂設され
た既設壁部に相当する。
【００２０】
　既設下枠５２は、既設内障子（不図示）を案内するための既設内下レール５２ａと、既
設外障子（不図示）を案内するための既設外下レール５２ｂと、既設網戸（不図示）を案
内するための既設網戸下レール５２ｃと、既設額縁３０に当接される既設下額縁対向部５
２ｄとが、見込み方向に互いに間隔を隔てて設けられている。既設内下レール５２ａ、既
設外下レール５２ｂ、既設網戸下レール５２ｃ、既設下額縁対向部５２ｄは、いずれも見
付け方向の全域に渡って上方に突出させて設けられた板状の部位である。そして、室内側
から既設下額縁対向部５２ｄ、既設内下レール５２ａ、既設外下レール５２ｂ、既設網戸
下レール５２ｃ、の順で、見込み方向に互いに間隔を隔てて配置されている。また、既設
下額縁対向部５２ｄ及び既設内下レール５２ａと、既設外下レール５２ｂと、既設網戸下
レール５２ｃとは、室内側から室外側に向かって順次低くなるように階段状に形成されて
いる。
【００２１】
　既設下枠５２は、室内側の部位が窓台３ｂ上に載置されるとともに下方に向かって突出
された固定フィン５２ｅにて窓台３ｂに固定されている。
【００２２】
　既設縦枠５３は、見込み方向に沿う平面でなる既設縦枠本体部５３ｂと、既設縦枠本体
部５３ｂから開口２の中央側に突出され既設障子の既設戸先框が係合される既設係合片５
３ａと、既設枠５０の室外側にて配置され既設縦枠本体部５３ｂから開口２の中央側に突
出され既設網戸の既設縦框に挿入される既設挿入片５３ｄと、既設挿入片５３ｄと見付け
方向において反対側に既設縦枠本体部５３ｂから突出された固定フィン５３ｅと、を有し
ている。
【００２３】
　改装サッシユニット１は、新たに取り付けられる改装サッシ１０と、既設枠５０に改装
サッシ１０を取り付けるための上枠接合部材３５、下枠接合部材３６、縦枠接合部材３７
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と、上枠接合部材３５を既設枠５０に固定するための上枠接合部材固定金具４０と、下枠
接合部材３６を既設枠５０に固定するための固定部材としての下枠接合部材固定金具４１
と、縦枠接合部材３７を既設枠５０に固定するための固定部材としての縦枠接合部材固定
金具４２と、既設縦枠５３と改装縦枠２３とを室外側から覆う縦枠カバー部材４５と、室
外側にて改装枠２０の下端側の左右の角部を覆うキャップ部材４６と、を有している。
【００２４】
　改装サッシ１０は、建物等の開口に直接新設可能な一般的なサッシである。すなわち、
改装専用のサッシではない。改装サッシ１０の改装枠２０も引き違い障子用の枠体であり
、改装サッシ１０の改装障子１２が案内される改装レール２１ａ、２１ｂ、２２ａ、２２
ｂを有する改装上枠２１及び改装下枠２２と、左右の改装縦枠２３が矩形状に枠組みされ
ている。改装上枠２１、改装下枠２２、及び、左右の改装縦枠２３は押出成形部材であり
、左右の改装縦枠２３は改装障子１２ａ、１２ｂとの改装係合片２３ａを除いて互いに左
右対称の形状をなしている。
【００２５】
　改装上枠２１は、改装内障子１２ａを案内するための改装内上レール２１ａと、改装外
障子１２ｂを案内するための改装外上レール２１ｂと、改装網戸１４を案内するための改
装網戸上レール２１ｃとが、見込み方向に互いに間隔を隔てて設けられている。改装内上
レール２１ａと、改装外上レール２１ｂと、改装網戸上レール２１ｃとは、改装上枠２１
の見付け方向の全域に渡って鉛直方向に垂設されている。ここで、改装網戸上レール２１
ｃは、改装上枠２１の最も室外側に設けられており、改装上枠の最も室外側に垂設された
改装壁部に相当する。また、改装上枠２１の室内側の端部には、改装額縁６０と対向する
改装額縁対向部２１ｄが設けられている。
【００２６】
　また、改装上枠２１は改装内上レール２１ａと改装外上レール２１ｂとの間にて分断さ
れており、室外側の部位と室内側の部位とが断熱材２４を介して接合されて断熱性が確保
されている。
【００２７】
　改装上枠２１の、断熱材２４より室外側の部位の上面は、見込み方向の中央より室内側
がほぼ水平面をなし、中央より室外側は室外側に向かって低くなるように僅かな傾斜が設
けられた滑らかな面をなしている。また、断熱材２４より室内側は、室外側の部位より低
く窪みが形成されている。このため、改装上枠２１は、水平面をなす部位より上方に突出
しないように形成されている。
【００２８】
　改装下枠２２は、改装内障子１２ａを案内するための改装内下レール２２ａと、改装外
障子１２ｂを案内するための改装外下レール２２ｂと、改装網戸１４を案内するための改
装網戸下レール２２ｃとが、見込み方向に互いに間隔を隔てて設けられている。改装下枠
２２の室内側の端部には、改装サッシ１０の室内側に設けられた改装額縁６０と対向する
平面を有する額縁対向部２２ｄが設けられている。額縁対向部２２ｄの下端は、後述する
下枠接合部材３６に設けられた固定部材としての下枠接合部材固定金具４１に当接される
とともに、下枠接合部材固定金具４１に設けられた取付片４１ｃが皿ビス６８にて固定さ
れる。
【００２９】
　額縁対向部２２ｄと改装内下レール２２ａとを繋ぐ部位のほぼ中央には、下方に延出さ
れて下枠接合部材固定金具４１に支持される室内側脚部２２ｅと、改装内下レール２２ａ
の下方に延出されて下枠接合部材３６に支持される中央脚部２２ｆと、改装外下レール２
２ｂの下方に延出されて下枠接合部材３６に支持される室外側脚部２２ｇと、を有し、中
央脚部２２ｆと室外側脚部２２ｇとが下端側にて連結された連結部２２ｈを有している。
また、連結部２２ｈから室外側に、改装網戸下レール２２ｃとほぼ同じ位置まで延出され
た延出部２２ｉが形成され、延出部２２ｉの先端には、下枠接合部材３６と係合する下枠
係合部２２ｋが設けられている。
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【００３０】
　改装縦枠２３は、見込み方向に沿う平面を有する改装縦枠本体部２３ｂと、改装縦枠本
体部２３ｂから開口２の中央側に突出され改装障子１２ａ、１２ｂの改装戸先框１２ｃが
係合される改装係合片２３ａと、改装縦枠本体部２３ｂの最も室内側にて改装額縁６０と
対向する額縁対向部２３ｃと、改装枠２０の最も室外側に配置され改装縦枠本体部２３ｂ
から開口２の中央側に突出され改装網戸１４の改装縦框１４ａに挿入される改装挿入片２
３ｄと、改装枠２０の最も室外側に配置され改装挿入片２３ｄと見付け方向において反対
側に突出された縁部２３ｅと、を有している。ここで、額縁対向部２３ｃは、後述する縦
枠接合部材３７に設けられた固定部材としての縦枠接合部材固定金具４２に当接される部
位である。
【００３１】
　上枠接合部材３５は、アルミニウム製の押し出し成形部材である。
【００３２】
　上枠接合部材３５は、既設上枠５１の下方を覆い平坦な下面をなして改装上枠２１が固
定される上枠固定板部３５ａと、上枠固定板部３５ａの室外側の端部側にて上方に突出さ
せて設けられ既設上枠５１に室内側から当接される既設上枠当接部３５ｂと、上枠固定板
部３５ａの室外側の縁から下方に突出させて設けられ改装上枠２１が室内側から当接され
る改装上枠当接部３５ｃとを有している。上枠固定板部３５ａは、ほぼ平坦な板状をなし
、取り付けられた際に既設上枠５１の既設上額縁対向部５１ｄより室内側に突出し、突出
した部位が既設額縁３０の下面と対向するように形成されている。
【００３３】
　　既設上枠当接部３５ｂは、上枠固定板部３５ａと一体をなす既設上枠当接片３５ｄと
、既設上枠当接片３５ｄの上端側に設けられた水密材３４とを有し、改装上枠当接部３５
ｃは、上枠固定板部３５ａと一体をなす改装上枠当接片３５ｅと、改装上枠当接片３５ｅ
の下端側に設けられた水密材３４と、を有している。また、既設上枠当接片３５ｄの上端
側には室内側に窪む水密材嵌合部としての既設側凹部３５ｆが、また、改装上枠当接片３
５ｅの下端側には室外側に窪む水密材嵌合部としての改装側凹部３５ｇが設けられており
、水密材３４は既設側凹部３５ｆと改装側凹部３５ｇとに嵌合されている。
【００３４】
　固定部材としての上枠接合部材固定金具４０は、既設内上レール５１ａ及び既設外上レ
ール５１ｂの下縁に当接され、既設内上レール５１ａの室内側及び既設外上レール５１ｂ
の室外側に延び下面が平坦な２つのレール当接部４０ａと、２つのレール当接部４０ａ間
を繋ぎ上方に窪む連結部４０ｂと、を備えたアルミニウム製の押出成形部材である。連結
部４０ｂは、２つのレール当接部４０ａのうちの室外側のレール当接部４０ａの室内側の
縁から室内側に向かって順次上昇する方向に延出された室外側延出部４０ｃと、２つのレ
ール当接部４０ａのうちの室内側のレール当接部４０ａの室外側の縁から室外側に向かっ
て順次上昇する方向に延出された室内側延出部４０ｄ、室外側のレール当接部４０ａの室
外側の縁から上方に延出された位置決め片４０ｅとを有している。
【００３５】
　室外側延出部４０ｃは室内側延出部４０ｄの下面側と繋がり、室内側延出部４０ｄは室
外側延出部４０ｃと繋がっている部位より更に延出されている。また、室外側延出部４０
ｃの傾斜角度は室内側延出部４０ｄの傾斜角度より大きく、室外側延出部４０ｃと室内側
延出部４０ｄとがなす角度は約９０度である。
【００３６】
　室外側のレール当接部４０ａの見込み方向の幅は室外側のレール当接部４０ａより狭く
、室外側延出部４０ｃ、室外側のレール当接部４０ａ、位置決め片４０ｅとは、上方に開
放された溝状をなしている。そして、既設外上レール５１ｂの下縁が室外側のレール当接
部４０ａの上面に当接するように、溝状をなす部位の内側に既設外上レール５１ｂを挿入
することにより上枠接合部材固定金具４０が位置決めされる。
【００３７】



(8) JP 2011-196100 A 2011.10.6

10

20

30

40

50

　下枠接合部材３６、左右の縦枠接合部材３７はいずれも、室外側に配置される金属部分
としてのアルミニウム製のアルミ枠部３６ａ、３７ａと、室内側に配置される非金属部分
としての木製の木枠部３６ｂ、３７ｂとを有し、アルミ枠部３６ａ、３７ａと木枠部３６
ｂ、３７ｂとが皿ビス６４にて固定されている。下枠接合部材３６の木枠部３６ｂの室外
側に面は、木枠部３６ｂがアルミ枠部３６ａに固定されて、改装サッシが配置された際に
、額縁対向部２２ｄとほぼ同一平面を形成するように構成されている。
【００３８】
　下枠接合部材３６のアルミ枠部３６ａは、直方体状をなす木枠部３６ｂの室外側の面と
対面する外対面部３６ｃと、木枠部３６ｂの下面と対面する下対面部３６ｄとがほぼＬ字
状に形成された木枠対面部３６ｅと、下対面部３６ｄが室外側に延出された延出部３６ｆ
と、延出部３６ｆの室外側の端部に設けられ、改装下枠２２の下枠係合部２２ｋと係合す
る係合凹部３６ｈと、係合凹部３６ｈから下方に垂設され、既設網戸下レール５２ｃに下
枠ブラケット３９を介して固定される室外側固定部３６ｇとを有している。
【００３９】
　下枠ブラケット３９は、既設下枠５２の既設外下レール５２ａの室外側に当接されてビ
ス止めされるレール固定部３９ａと、レール固定部３９ａがビス止めされた状態で既設網
戸下レール５２ｃの室内側に配置される網戸レール室内壁部３９ｂとが上方で繋がったア
ルミニウム製の押出成形部材である。室外側固定部３６ｇは、レール固定部３９ａがビス
止めされた下枠ブラケット３９の網戸レール室内壁部３９ｂとの間に既設網戸下レール５
２ｃを挟み、室外側固定部３６ｇを貫通するビスが網戸レール室内壁部３９ｂに螺合され
て固定される。
【００４０】
　また、下枠接合部材３６の室内側は、固定部材としての下枠接合部材固定金具４１にて
固定されている。
【００４１】
　下枠接合部材固定金具４１は、下枠接合部材３６の木枠部３６ｂの室内側の面と額縁対
向部２２ｄとに亘って当接される鉛直壁部４１ａと、鉛直壁部４１ａとほぼ直角をなし室
外側に延出された水平板部４１ｂと、鉛直壁部４１ａから室内側に延出された取付片４１
ｃとを有している。
【００４２】
　左右の縦枠接合部材３７のアルミ枠部３７ａは、直方体状をなす木枠部３７ｂの室外側
の端が挿入される溝部３７ｃと、溝部３７ｃの室外側の壁部３７ｄを共有して溝部３７ｃ
の室外側に形成され、木枠部３７ｂとは隔離された隔離空間としての中空部３７ｅとを有
している。縦枠接合部材３７の中空部３７ｅは、水平断面がほぼ長方形状をなしている。
また、縦外面部３７ｆは、開口の中央側に延出されるとともに、その先端に、改装縦枠２
３の縁部２３ｅと係合する係合部３７ｈが形成されている。
【００４３】
　左の縦枠接合部材３７の左側面と右の縦枠接合部材３７の右側面とは、室外側に位置す
るアルミ枠部３７ａの平坦な側面と、室内側に位置する木枠部３７ｂの平坦な側面とで形
成されている。すなわち、左の縦枠接合部材３７はアルミ枠部３７ａの左側面より左側に
突出する部位はなく、また、右の縦枠接合部材３７はアルミ枠部３７ａの右側面より右側
に突出する部位はないように形成されている。
【００４４】
　左右の縦枠接合部材３７の室内側は、固定部材としての縦枠接合部材固定金具４２にて
固定されている。
【００４５】
　縦枠接合部材固定金具４２は、縦枠接合部材３７の木枠部３７ｂの室内側の面と額縁対
向部２３ｃとに亘って当接される室内側壁部４２ａと、室内側壁部４２ａとほぼ直角をな
し室外側に延出された鉛直片４２ｂと、室内側壁部４２ａから室内側に延出された縦取付
片４２ｃとを有している。
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【００４６】
　縦枠カバー部材４５は、改装枠２０が上枠接合部材３５、下枠接合部材３６、縦枠接合
部材３７を介して既設枠５０に取り付けられた際に、既設縦枠５３、縦枠接合部材３７、
改装縦枠２３が隣接する境界部分が室外側に露出しないように既設縦枠５３、縦枠接合部
材３７、改装縦枠２３の室外側の面に亘って設けられるカバー部材である。縦枠カバー部
材４５は、上枠接合部材３５、下枠接合部材３６、縦枠接合部材３７に跨って配置される
幅を有する表面板部４５ａと表面板部４５ａの室内側に突出された突起部４５ｂとを有し
ている。縦枠カバー部材４５は、突起部４５ｂが縦枠接合部材３７における、開口２の外
側の面に沿わされて配置され、縦枠接合部材３７の室外に臨む面と既設縦枠５３の既設挿
入片５３ｄとにビス止めされる。
【００４７】
　本実施形態の改装サッシユニット１を既設枠５０に取り付ける場合には、まず、改装枠
２０を矩形状に枠組みし、下枠接合部材３６に下枠接合部材固定金具４１を、また、縦枠
接合部材３７に縦枠接合部材固定金具４２をそれぞれ取り付けておく。
【００４８】
　改装枠２０に下枠接合部材３６及び左右の縦枠接合部材３７が取り付けられた状態では
、改装上枠２１の水平面をなす上面より上方に突出する部位はなく、また、左の縦枠接合
部材３７のアルミ枠部３７ａより左側及び右の縦枠接合部材３７のアルミ枠部３７ａより
右側に突出する部位はない。このため、下枠接合部材３６及び左右の縦枠接合部材３７が
取り付けられた改装上枠２１の見付け方向の最大幅は、左の縦枠接合部材３７が有するア
ルミ枠部３７ａの左側面と右の縦枠接合部材３７が有するアルミ枠部３７ａの右側面との
なす幅である。この左右のアルミ枠部３７ａがなす幅は、左右の既設縦枠５３間における
見付け方向の最も狭い部位の間隔より狭く形成されている。
【００４９】
　次に、既設上枠５１に上枠接合部材固定金具４０を取り付け、さらに上枠接合部材３５
を取り付ける。このとき、既設上枠当接部３５ｂは、上枠固定板部３５ａと一体をなす既
設上枠当接片３５ｄの上端側に設けられた既設側凹部３５ｆと、上枠固定板部３５ａと一
体をなす改装上枠当接片３５ｅの下端側に設けられた改装側凹部３５ｇとに予め水密材３
４を嵌合しておく。そして、上枠接合部材固定金具４０は、既設上枠５１の下方から、位
置決め片４０ｅと室外側延出部４０ｃとの間に既設外上レール５１ｂを挿入し、室外側の
レール当接部４０ａの上面に既設外上レール５１ｂの下縁を当接させて配置する。この状
態で、室内側延出部４０ｄの先端が既設外上レール５１ｂの室内側の面に当接され、室外
側延出部４０ｃが室内側に臨むように配置される。そして、室内側に臨む室外側延出部４
０ｃに皿ビス６５を貫通させるとともに既設外上レール５１ｂに螺合させる。既設外上レ
ール５１ｂにビス止めされた上枠接合部材固定金具４０は、既設内上レール５１ａと既設
外上レール５１ｂとに押し当てられて安定した状態で既設上枠５１に取り付けられる。
【００５０】
　次に、既設上枠５１に取り付けられた上枠接合部材固定金具４０の下方から上枠接合部
材３５を配置して皿ビス６５、６７にて固定する。このとき、既設上枠当接部３５ｂを既
設上枠５１の既設網戸レール５１ｃの室内側の面に押圧し既設上枠当接片３５ｄの上端側
に設けられた水密材３４を圧縮させる。そして、水密材３４が圧縮された状態にて、上枠
固定板部３５ａの下方から既設内上レール５１ａと既設外上レール５１ｂとの間に、上枠
固定板部３５ａを貫通する皿ビス６５を進入させて上枠接合部材固定金具４０の室内側延
出部４０ｄに螺合し、上枠固定板部３５ａの、既設上額縁対向部５１ｄより室内側に突出
して既設額縁３０と対向する部位を窓まぐさ３ａまで至る皿ビス６７にて固定する。また
、既設下枠５２の既設外下レール５２ａには、図３に示すように、見付け方向に適宜間隔
を隔てて例えば３カ所に下枠ブラケット３９を取り付けておく。
【００５１】
　次に、下枠接合部材３６及び縦枠接合部材３７が取り付けられた改装枠２０を、上枠接
合部材３５及び下枠ブラケット３９が取り付けられた既設枠５０の内側に室内側から配置
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する。
【００５２】
　そして、改装上枠２１の改装網戸レール２１ｃの室外側の面を改装上枠当接部３５ｃに
押圧し改装上枠当接片３５ｅの下端側に設けられた水密材３４を圧縮させた状態で、下枠
接合部材固定金具４１の取付片４１ｃと縦枠接合部材固定金具４２の縦取付片４２ｃとを
、窓台３ｂ及び柱３ｃまで至る皿ビス６８にて固定する。その後、改装上枠２１の改装額
縁対向部２１ｄと改装内上レール２１ａとの間にて窓まぐさ３ａまで至る皿ビス６９で改
装上枠２１を固定し、改装網戸上レール２１ｃと改装外上レール２１ｂとの間にてビス６
６で改装上枠２１を上枠固定板部３５ａに固定する。また、下枠ブラケット３９の網戸レ
ール室内壁部３９ｂとの間に既設網戸下レール５２ｃを挟むように配置されている下枠接
合部材３６の室外側固定部３６ｇを、開口２を利用して室内側からの作業により網戸レー
ル室内壁部３９ｂにビス止めする。このとき、下枠接合部材３６及び縦枠接合部材３７が
取り付けられる改装枠２０と既設額縁３０との間に空隙が生じる場合には適宜飼木７０を
備えた後にビス止めする。
【００５３】
　次に、縦枠カバー部材４５を室外側から縦枠接合部材３７及び改装縦枠２３に当接させ
て縦枠接合部材３７と既設縦枠５３の既設挿入片５３ｄにビス止めする。このとき、既設
挿入片５３ｄと縦枠カバー部材４５の表面板部４５ａとの間にシール材３３を充填してお
く。ここで、縦枠カバー部材４５は室外側から縦枠接合部材３７及び改装縦枠２３に当接
させるが、作業者は、改装障子１２ａ、１２ｂの取り付けられていない改装枠２０の内側
の開口を利用して室内側から施工する。
【００５４】
　最後に、既設額縁３０の内側に下地材６２を備え、下地材６２の内側に改装額縁６０を
配置して固定する。
【００５５】
　本実施形態の改装サッシユニット１によれば、上枠接合部材３５を介して既設上枠５１
に取り付けられる改装上枠２１は、既設上枠５１の下方を覆う上枠固定板部３５ａの室外
側の縁から下方に突出させて設けられた改装上枠当接部３５ｃに室内側から当接される。
改装上枠当接部３５ｃは、上枠固定板部３５ａの室外側の端部側にて上方に突出させて設
けられ、既設上枠５１に室内側から当接される既設上枠当接部３５ｂより室外側に位置し
ているので、室外側において既設上枠５１と改装上枠２１との間では、例えば既設上枠５
１の室外側に降った雨水等は、既設上枠５１の室外側の面から既設上枠当接部３５ｂの室
外側の面に伝い、改装上枠当接部３５ｃの室外側の面を伝う。このため、室外側における
既設上枠５１と改装上枠２１と接合部では、雨水等は既設上枠当接部３５ｂに沿って上昇
しない限り室内側に浸入する経路はない。このため、室内側に水分が浸入しにくい、水密
性の高い改装サッシユニット１を提供することにある。また既設上枠５１の最も室外側と
なる既設網戸上レール５１ｃと改装上枠２１の最も室外側となる改装網戸上レール２１ｃ
とにて、改装上枠２１を、上枠接合部材３５を介して既設上枠５１と接合するので、より
室内側に水分が浸入し難い改装サッシユニット１を提供することが可能である。
【００５６】
　また、既設上枠当接部３５ｂを既設上枠５１の既設網戸上レール５１ｃに当接させ、改
装上枠当接部３５ｃに改装上枠２１の改装網戸上レール２１ｃに当接させるだけで、高い
水密性を備えることが可能である。
【００５７】
　また、既設上枠当接部３５ｂの室外側に設けられた水密材３４に既設上枠５１の既設網
戸上レール５１ｃが当接され、改装上枠当接部３５ｃの室内側に設けられた水密材３４に
改装上枠２１の改装網戸上レール２１ｃが当接されるので、より水密性を向上させること
が可能である。
【００５８】
　また、水密材３４は、上枠固定板部３５ａと一体をなす既設上枠当接片３５ｄに設けら
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られた改装側凹部３５ｇに嵌合されて設けられるので、予め既設側凹部３５ｆと改装側凹
部３５ｇとに嵌合しておくことにより、既設上枠当接部３５ｂと既設網戸上レール５１ｃ
との間、及び、改装上枠当接部３５ｃと改装網戸上レール２１ｃとの間に水密材３４を備
えることが可能である。このため、施工性が高い改装サッシユニット１を提供することが
可能である。
【００５９】
　上記実施形態においては、半外付けタイプの既設枠５０に取り付ける改装サッシユニッ
ト１について説明したが、内付けタイプの既設枠５０に取り付ける改装サッシユニットで
あっても構わない。
【００６０】
　上記実施形態にて説明した下枠接合部材３６、及び、上枠接合部材固定金具４０は、見
付け方向における全領域に設けられていても良いが、見付け方向の幅が短い下枠接合部材
３６、及び、上枠接合部材固定金具４０を複数設けても良い。
【００６１】
　また、上記実施形態は、本発明の理解を容易にするためのものであり、本発明を限定し
て解釈するためのものではない。本発明は、その趣旨を逸脱することなく、変更、改良さ
れ得ると共に、本発明にはその等価物が含まれることはいうまでもない。
【符号の説明】
【００６２】
１　改装サッシユニット、２　開口、１０　改装サッシ、
２０　改装枠、２１　改装上枠、２２　改装下枠、２３　改装縦枠、
３４　水密材、３５　上枠接合部材、３５ａ　上枠固定板部、
３５ｂ　既設上枠当接部、３５ｃ　改装上枠当接部、３５ｄ　既設上枠当接片、
３５ｅ　改装上枠当接片、３５ｆ　既設側凹部、３５ｇ　改装側凹部、
３６　下枠接合部材、３７　縦枠接合部材、４０　上枠接合部材固定金具、
４０ａ　レール当接部、４０ｂ　連結部、４０ｃ　室外側延出部、
４０ｄ　室内側延出部、５０　既設枠、５１　既設上枠、
５１ａ　既設内上レール、５１ｂ　既設外上レール、
５２　既設下枠、５３　既設縦枠
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